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「内分泌攪乱化学物質のリスク評価・試験法開発及び国際共同研究等推進

経費及び内分泌攪乱化学物質実態解明推進事業」 

 

 

 

環境省 

環境保健部環境安全課保健専門官 

佐々木 健 

 

  ただいま御紹介いただきました、環境省環境安全課の佐々木と申します。  

  「内分泌攪乱化学物質のリスク評価・試験法開発及び国際共同研究等推進経費及び内分

泌攪乱化学物質実態解明推進事業」ということで、実施しております。 ( 資 料 ： 1 )  

  この事業にはさまざまな内容が含まれておりますが、まず１点目が「環境中の化学物質

濃度や野生生物の状況」について、その濃度を把握するという事業をやっております。 

  98 年から、ノニルフェノールについて実施してきておるところでございますけれども、

さまざまな物質についても順次実施してきております。地域によって、検出されないとこ

ろ、されるところ、さまざまございます。水質、底質、動物、野生生物でも実施をしてお

ります。 ( 資 料 ： 2 )このように実態を把握し、それによってリスク評価をするという一つ

の材料として使っております。 

  さまざまな野生生物の実態把握と、内分泌攪乱作用の評価を行うための動物実験の大き

く２つを実施しております。( 資 料 ： 3 )１つがメダカを用いた魚類の実験でございまして、

パーシャルライフサイクル試験というもので実施し、その結果によって、必要に応じてフ

ルライフサイクル試験をするというやり方で実施をしてきておるところでございます。 

  その成果といたしまして、ノニルフェノール、オクチルフェノール、ビスフェノールの

３物質につきまして、魚類に対する内分泌攪乱作用が推察されるという結論を得ていると

ころでございます。 ( 資 料 ： 4 )  

  もう一点の実験系といたしまして、人への影響というようなことで、ラットを用いた実

験を実施しております。これにつきましては、現在のところ、内分泌攪乱作用が確認され

るということにはなっておりません。 ( 資 料 ： 5 )  

  SPEED ’98  の中に優先物質リストというのがございまして、全部数えると 69 になりま

す。それの結果、22 が試験終了。14 が実施中。30 が未実施、もしくは検出されていない

から実施しない等の結論という状況でございます。 ( 資 料 ： 6 )  

  もう一つが、疫学的に内分泌攪乱作用について評価をしていこうということでございま

すが、大きく２つございまして「ヒトの暴露状況調査」。これはヒトの先天異常発生等調

査と、ヒトの臍帯を用いたダイオキシン等の分析調査でございます。それから、ヒトの異

変ではないかと懸念された事象の調査ということで、出生性比の問題、泌尿生殖器への影
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響、ヒト精巣の重量等に対する影響の研究も、いろいろと実施をしてきたところでござい

ます。 ( 資 料 ： 7 )  

  その成果として、どういう状況になっているかと申しますと、ヒト暴露状況の一端が把

握できたということであります。ヒトの異変ではないけれども、懸念された事象の調査に

ついては、その評価まではできるような調査には至らなかったということでございます。 

  ただし、疫学調査に関しては、内分泌攪乱作用というものを評価するためには、今まで

取り組んできた手法では非常に難しいということもありまして、今後そういった因果関係

を把握するためには、疫学的手法そのものをよく検討していかなければいけないのではな

いかという結論でございます。 ( 資 料 ： 8 )  

  それ以外に、内分泌攪乱作用の問題に関しましては、国際的な取り組みを進めてきてい

るところでございます。国際シンポジウムを実施したほか、二国間での協力、国際機関で

の情報提供というようなことを意見交換ということでやっています。 ( 資 料 ： 9 )  

  国際シンポジウムは、今まで７回実施し、延べ１万人の参加を得ているところでござい

ます。 ( 資 料 ： 1 0 )  

  二国間共同研究としては、日英、日韓、日米の共同研究を行ないということで、各国の

研究者間との意見交換、合同ワークショップを実施しております。 ( 資 料 ： 1 1 )  

  国際機関への協力ということで、ＯＥＣＤで国際的標準試験法設立への取り組みを進め

ているところでございますが、これについて、先ほど御説明した魚類の試験法、両生類に

ついても研究をしておりますし、鳥類、無脊椎動物に関しても試験法提案等を行っている

ところでございます。 ( 資 料 ： 1 2 )  

  ＯＥＣＤでは、哺乳類の試験、試験管内試験、生態毒性試験などに関して今回の予算で

も協力をしているところでございます。 ( 資 料 ： 1 3 )  

  世界保健機関の方でもグローバルアセスメントということでとりまとめが行われたとこ

ろでございまして、これに対しても環境省の情報も提供して、環境省として日本語訳とい

うのをホームページ上でも公開いたしております。 ( 資 料 ： 1 4 )  

  今後の取り組みでございますが、SPEED ’ 98 が 98 年にできまして、今回見直しを行っ

たところでございます。来年度からは新しい体制で実施してまいるということで、今出て

まいりましたように、「化学物質の内分泌かく乱作用に関する環境省の今後の対応方針に

ついて（案）」ということで取り組みを進めさせていただこうと思っています。 

  その中身としましては、「野生生物の観察」（野生生物をしっかり観察していこうとい

うこと）、「環境中濃度の実態把握及び暴露の測定」、「基盤的研究の推進」、「影響評

価」、「リスク評価」、「リスク管理」、「情報提供とリスクコミュニケーション等の推

進」ということです。以上の７項目を大きく柱立てにするという新たな方針を踏まえて、

引き続き内分泌攪乱作用の問題について、環境省として取り組んでまいることになってお

ります。 ( 資 料 ： 1 5 )  

  以上で、御説明を終わらせていただきます。 
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内分泌攪乱化学物質のリスク評価・
試験法開発及び国際共同研究等
推進経費及び内分泌攪乱化学物質

実態解明推進事業

環境省

底質水質年測定物質

nd～0.15 µg/Kg (8.3%)nd～6.5 ng/L （河川で14％）2003エチニルエストラジオール

nd～130 µg/Kg (95.8%)nd～5 ng/L （海域で５０％）2003トリブチルスズ

47～10,000 µg/Kg (100%)nd～9.1 µg/L （河川で６０％）2003フタル酸ジエチルヘキシル

nd～350 µg/Kg (87.5%)nd～0.4 µg/L （河川で84％）2003ビスフェノールＡ

nd～0.47 µg/L （河川で60%）

nd～6.9 ng/L （河川で90％）
nd～2.9 µg/L （河川で42％）
nd～5.9 µg/L
nd～7.1 µg/L
nd～4.6 µg/L
nd～21 µg/L

2003

2003
2003
2001
2000
1999
1998

オクチルフェノール

エストラジオール

ノニルフェノール

nd～100 µg/Kg (75%)

nd～0.21 µg/Kg
10-2600 µg/Kg (70.8%)

稚魚～若魚 成魚

0 - 30       31 - 60       61 - 90      91 - 120   121 - 150  151 - 180
暴露後日数

胚～仔魚 稚魚～若魚 成魚／繁殖 胚～仔魚

1世代目(F0) 2世代目(F1)

ビテロジェニンアッセイ
(14～21日間)

パーシャルライ
フサイクル試験

(約70日間)
・胚発生、ふ化

・死亡、症状

・成長 ・ビテロジェニン濃度

・二次性徴 ・生殖腺体指数(GSI)
・肝指数(HSI)       ・生殖腺組織学

フルライフサイ
クル試験

(F0: 約100日間)
(F1: 約70日間)

・胚発生、ふ化

・死亡、症状

・成長

・二次性徴
・生殖腺組織学
・産卵数、受精率

・ビテロジェニン濃度
・生殖腺体指数(GSI)
・肝指数(HSI)

・胚発生、ふ化

・死亡、症状

・成長

・二次性徴
・生殖腺組織学
・ビテロジェニン濃度

・ ビテロジェニン濃度

・肝指数(HSI)

ビテロジェニンアッセイでは雄メダカに21日間、
パーシャルライフサイクル試験では受精卵から成熟期を通して約70日間、
フルライフサイクル試験では少なくとも2世代(約180日間)にわたり試験物質を暴露する。
メダカが孵化して産卵する期間は、約90日から120日程度である。

ビテロジェニンアッセイ
21日間

パーシャルライフ
サイクル試験
（約70日間）

フルライフ

サイクル試験
（F0: 約100日間）
（F1：約70日間

ビテロジェニン濃度
肝指数

胚発生、孵化
死亡、症状

胚発生、孵化
死亡、症状

成長・ビテロジェニン濃度
二次性徴・生殖腺体指数
肝指数・生殖腺組織学

胚発生、孵化
死亡、症状

成長・ビテロジェニン濃度
二次性徴・生殖腺組織学

成長
ビテロジェニン濃度
二次性徴
産卵数・受精率
生殖腺体指数
肝指数
生殖腺組織学

メダカを用いた
試験

肝臓 卵巣

ビテロ
ジェニン

エストロゲン

所見ありフタル酸ジプロピル弱いER結合、VTG↑、精巣卵、
孵化の遅延

ビスフェノールA
（VTG, PLC, FLC）

関連所見あり、低頻度精巣卵フタル酸ジ-2-エチルヘキシル

所見ありフタル酸ジヘキシル強いER結合、VTG↑、精巣卵、
産卵数・受精率低下

4-t-オクチルフェノール
（VTG, PLC, FLC）

所見ありフタル酸ジペンチル強いER結合、VTG↑、精巣卵、
受精率低下

4-ノニルフェノール（分岐型）
（VTG, PLC, FLC）

影響なしオクタクロロスチレンE活性なし、毒性所見塩化トリフェニルスズ

E活性なし、所見・関連所見
低頻度精巣卵

4-ニトロトルエン毒性所見塩化トリブチルスズ

所見・関連所見あり

低頻度精巣卵

ベンゾフェノン試験せずp,p’-DDD

所見・関連所見ありアジピン酸ジ-2-エチルヘキシルVTG↑、精巣卵・・・FLCへo,p’-DDT

所見・関連所見あり2,4-ジクロロフェノール毒性所見p,p’-DDT

所見ありフタル酸ジエチル所見・関連所見あり、

低頻度精巣卵

β-ヘキサクロロシクロヘキサン

所見・関連所見あり

低頻度精巣卵

フタル酸ジシクロヘキシルE活性なし、所見ありアミトロール

関連所見あり

低頻度精巣卵

フタル酸ジ-n-ブチル
(VTG, PLC, FLC)

E活性なし、影響なしペンタクロロフェノール

ER結合あり、 E活性なし、
所見あり

フタル酸ブチルベンジルE活性なし、所見・関連所見
低頻度精巣卵

ヘキサクロロベンゼン

http://www.env.go.jp/chemi/end/speed98/speed98-20.pdf

VTG,ビテロジェニン産生試験; PLC, パーシャルライフサイクル試験; FLC, フルライフサイクル試験

メダカ試験の結果

哺育期間馴化・
交配

妊娠期間 剖検

剖検等離乳 性成熟

哺育期間

約４～５ヶ月

ラットの妊娠期間はおよそ２２日、生後、離乳まで２１日。
雌の場合、妊娠可能となるまでは離乳後およそ３０～３５日、
雄の場合は、包皮分離まで４０日前後。
妊娠期間から離乳までの間およそ４３日間にわたり試験物質により暴露。
図２　ラット改良１世代試験の概要

雌・雄（２世代目、Ｆ１）

雌(１世代目、F0) 暴露期間

http://www.env.go.jp/chemi/end/speed98/speed98-19.pdf

ヒトが体内に取り込むとされる推定
濃度と毒性が見られる濃度で試験

ヒトが取り込んでいる推定濃度では
悪影響は認められなかった

内分泌かく乱を調べる試験法は
確立されていない
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SPEED’98優先して調査検討を進める
６５物質リストについて

－3

65
物質

66

30

14
22 試験終了試験終了

試験実施中試験実施中

11

16
検出検出

2

14 2

12

3 国内に登録実績がない農薬、国内に登録実績がない農薬、
分析法がない物質分析法がない物質

検出されたが信頼性検出されたが信頼性
情報なし情報なし

信頼性評価中信頼性評価中
非意図的非意図的
生成物　等生成物　等

未測定未測定

測定したが未検出測定したが未検出
測定測定

農薬農薬

別途検討別途検討
（既に規制あり）（既に規制あり）

69

＋4
同じ番号同じ番号
の４物質の４物質
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○ヒト暴露状況調査
　①ヒト先天異常発生等調査

　②ヒト臍帯を用いたダイオキ　

　　シン等の化学物質暴露状

　　況に関する調査・研究

○ヒトでの異変ではないか
　

　と懸念された事象の調査
　③出生性比調査

　④泌尿生殖器への影響調査

　⑤ヒト精巣重量及び精子形成

　　状態に関する研究

疫学的に状況を調べる疫学的に状況を調べる

• ヒトへの暴露状況を調べる調査では、暴露状
況の一端が把握できた。

• ヒトでの異変ではないかと懸念された事象の
調査では、ヒト健康影響として懸念された事象
の評価には至らなかった。

• 暴露状況と、健康影響が懸念される事象との
関連性を評価できるような疫学調査を実施す
ることは困難であった。

• 長期的なモニタリングを考慮した、暴露と事象
との因果関係を把握できる疫学手法の検討が
必要。

ま　と　めま　と　め

国際的な協力（概要）

１．内分泌攪乱化学物質に関する

国際シンポジウム

２．二国間共同研究

　英国/韓国/米国
３．国際機関への協力

（I)経済協力開発機構　(OECD)
（II)世界保健機関　(WHO)

国際的な取組(1)

内分泌攪乱化学物質に関する

　 国際シンポジウム

情報提供＆最先端の研究発表の場

• 開催地：第１回京都市　第２回神戸市　
第３回横浜市　第４回つくば市　第５回広島市

第６回仙台市 　第７回　名古屋市

• ・参加　延べ約１万人

国際的な取組（２）

二国間共同研究

技術的情報交換・専門家の交流

合同ワークショップ開催等

　

1999年～日英二国間共同研究
2001年～日韓二国間共同研究

2004年～日米二国間協力

国際的な協力（３）
国際機関への協力　（I）

経済協力開発機構　(OECD)
国際的標準試験法設立への取組

魚類試験法：試験法検証作業に参加

　　　　　　　　日本が結果のとりまとめを行う

両生類試験法：試験法検証作業に参加

鳥類試験法/無脊椎動物試験法：試験法提案

 

 資 料 ： 7  資 料 ： 8  
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経済協力開発機構(OECD)
Science Groups

Endocrine Disrupter Testing 
& Assessment (EDTA) Task Force

哺乳動物の試験法
(VMG-mamm)

生態毒性試験
(VMG-eco)

試験管内試験法
(VMG non-animal)

National Coordinators

両生類試験法
アフリカツメガエル

鳥類試験法
ニホンウズラ

魚類試験法
メダカ、その他

無脊椎動物試験法
アミ、ミジンコ、巻貝、その他

国際的な協力（３）
国際機関への協力　（II）

Global Assessment of the State-of-the-Science of 
Endocrine Disruptors :

内分泌かく乱化学物質の科学的現状に関する

全地球規模での評価

・とりまとめ作業に参加

・日本語訳を公開

科学的知見のとりまとめ

　　世界保健機関　(WHO)

化学物質の内分泌かく乱作用に関する

環境省の今後の対応方針について（案）

（１）野生生物の観察

（２）環境中濃度の実態把握及び暴露の測定

（３）基盤的研究の推進

（４）影響評価

（５）リスク評価

（６）リスク管理

（７）情報提供とリスクコミュニケーション等の推進

 

 資 料 ： 1 3  資 料 ： 1 4  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資 料 ： 1 5   
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